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前職の勤務先大学にて

学校法人 立命館 立命館大学キャリアセンター 専門職

堀江貴久子（ほりえ　きくこ）

キャリアカウンセリングと心理学 Profile─堀江貴久子
京都橘大学健康科学部卒業。三洋
化成工業（株）・J:com みやびじょ
ん勤務後，同志社大学・京都大学
キャリアセンターを経て，2018年よ
り現職に至る。認定心理士・国家
資格キャリアコンサルタント。

認定心理士へのきっかけ
　私が認定心理士を志したのは，
働く人がより良く生きるために，
心のメカニズムを少しでも理解し
たいという思いからでした。
　新卒で化学メーカーでの営業・
研究補助やメディア企業での秘書
業務に就き，総じて感じたのは，
社会人に求められるコミュニケー
ションスキルの多様化に苦しむ
社員の存在です。日本でのポテ
ンシャル採用は入社後，すぐに価
値観や環境が異なる大海原に臨ま
なければなりません。正しい答え
のない世界です。社内の研修はも
ちろん存在します。順応し邁進
する方もたくさんいます。しか
し，悩み・ストレスの原因となる
場合や，気付かず体調不良になる
ことも少なくありません。学生と
社会人のコミュニケーション認知
ギャップを軽減することは可能な
のか？　そんな疑問を抱えていま
した。
学生にとって聴いてもらう場・
確認する場

　キャリアセンターでは就職活動
の支援が主な仕事です。就職活動
といっても昨今はITと就職サイ
トの充実により，採用する側も志
望する学生も大変な労力が必要と
なります。自己PRと学生時代に
力を入れたことを明確化する「自
己分析」と学生の希望する働き方
を探すための「業界・企業研究」
を，セミナー・ガイダンス・イン
ターンシップを通して行います。

自分探しができた
学生もそうでない
学生もエントリー
シートを作成し，
模擬面接やグルー
プワークでブラッ
シ ュ ア ッ プ し ま
す。多くの学生は

「目標は大学合格
だったので，向い
ている企業がわか
りません」「他の
人に比べて平凡な人間だからPR
するものがないです」と不安を吐
露します。謙遜しているわけでは
なく，自己効力感を自身で低く感
じているのです。
　認定心理士に必要なカリキュラ
ムを含め様々な科目の中で，「発
達心理学」は人間の生い立ちの
過程で必要な心理や段階を学び，
グレーゾーンと言われる学生へ
の対応に心強い導きとなりまし
た。キャリアの相談のついでに新
聞を読みに来たり，本を返しに来
た時，何の脈絡もない雑談の中に
もキーワードを発信してくれる時
があります。それを逃さず受けと
めたいと思えるのは，この学びが
あったからこそです。学生自身が
感じる「平凡な人間」から「かけ
がえのない人間」に変わる時でも
あります。
　そして「コミュニティやコーチ
ングの心理学」を応用し，迷宮入
りしてしまった学生へ，傾聴→交
流分析→人生脚本→自己理解→モ

チベーションUPもしくはレジリ
エンスのポイント探し→軸の確認
へと発展してもらいます。深く顧
みる学生もいれば，断念する学生
もいますが，何年後でも良いから
気づき，自分のものにしてほしい
と願います。
　特にバンデューラの「社会的学
習理論」は私自身のキャリア自
体にも深く影響を受けた理論で，
モデリングは学生にとってOB・
OGだと考えます。世代の離れた
カウンセラーが幾度となく伝える
よりも遥かにダイレクトに伝わる
ことがあります。学生と社会人の
コミュニケーション認知ギャップ
を埋めてくれる存在かもしれませ
ん。
　学生支援を始めて20年近く経
とうとしています。心のメカニズ
ムに対する学びはまだまだ浅いも
のです。しかし，試行錯誤を繰り
返し，学生への理解を深めるため
日々研鑽していきたいと思ってい
ます。


